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～ 玉川小学校と足中分校の卒業式 ～ 
　３月１８日、玉川小学校の卒業式が同校体育館で
行われました。卒業生は本校３人、足中分校１人。
平成２１年度から分校は本校に統合し、翌２２年度か
らは、本校が小国小学校に統合します。４人の卒
業生は、これまでの感謝や新たな旅立ちへの決意
を、１人ずつ大きな声で発表していました。 

散歩道 散歩道 
白い森の 白い森の 
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マタギと森をハイキング
雪の学校

　

第
十
四
回
目
と
な
る
雪
の
学
校
が
、

五
味
沢
地
区
を
主
会
場
と
し
て
、
三
月

七
日
か
ら
一
泊
二
日
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
参
加
し
た
四
十
三
人
は
、

か
ん
じ
き
の
履
き
方
や
歩
き
方
な
ど
を

教
わ
っ
た
あ
と
、
マ
タ
ギ
と
一
緒
に
雪

山
を
ハ
イ
キ
ン
グ
。
動
物
の
足
跡
な
ど

を
探
し
た
り
、
雪
原
の
木
立
に
カ
メ
ラ

を
向
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
火
ま
つ

り
で
は
、
空
高
く
燃
え
さ
か
る
炎
に
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、恒
例
の
卒
業
試
験「
尻

す
べ
り
」
が
行
わ
れ
、
全
員
が
見
事
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

良い土づくりは自分たちの手で
ぼかし肥料の仕込み作業

　

三
月
三
日
、
ぶ
な
の
森
エ
コ
ク
ラ
ブ
の

ぼ
か
し
肥
料
づ
く
り
が
、
山
形
お
き
た
ま

農
協
小
国
支
店
の
営
農
セ
ン
タ
ー（
針
生
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
に
は
、
農
家
の
か
た
を
は
じ
め
、
趣

味
で
畑
づ
く
り
を
し
て
い
る
か
た
な
ど
約

六
十
人
が
参
加
。
米
ぬ
か
や
骨
粉
な
ど
を

ス
コ
ッ
プ
で
念
入
り
に
混
ぜ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
仕
込
ま
れ
た
ぼ
か
し
肥
料
は
、
一

カ
月
半
ほ
ど
発
酵
さ
せ
た
後
、
作
業
に
参

加
し
た
か
た
な
ど
に
配
ら
れ
、
土
づ
く
り

に
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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　農林水産省主催の農地・水・環境
保全向上対策全国シンポジウムが、
２月２６日、星陵会館（東京都千代田
区）で開催され、田沢頭グリーンネッ
ト（石垣正憲事務局長）が優良事例
として活動発表などを行いました。
　当日は、各地で同対策に取り組ん
でいるかたなど約３００人の聴衆が会
場に集い、「実益ある姿を目指して、
長く続けていきたい」と田沢頭での
活動を話す石垣さんに、大きな拍手
が送られていました。

 全国へ向け事例発表
策全国シンポジウム
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お
き
に
わ
保
育
園
で
、
三
月
五

日
、
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
の
修
了
式

が
行
わ
れ
、
春
か
ら
一
年
生
と
な

る
年
長
組
の
五
人
に
、
修
了
証
書

や
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
な
ど
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
か
も
し
か
ク
ラ

ブ
は
、
小
さ
な
子
ど
も
を
も
つ
母

親
な
ど
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
交

通
安
全
専
門
指
導
員
と
協
力
し
な

が
ら
、
保
育
園
な
ど
で
交
通
安
全

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

修
了
式
に
続
き
、
園
児
全
員
で

行
わ
れ
た
カ
ル
タ
取
り
大
会
で
は
、

交
通
安
全
を
テ
ー
マ
と
し
た
大
型

カ
ル
タ
を
前
に
し
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

2/26
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ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

春から通学  交通事故に気をつけて
かもしかクラブ修了式

　全国９７校から６，７７６首が
寄せられた「平成２０年度斎
藤茂吉ジュニア短歌コン
クール」（山形県など主催）
の最終選考が、２月２５日に
行われました。この結果、
伊佐さんが見事に最優秀賞
を獲得。今回は、伊佐さん
に作品の背景などについて
伺いました。
　「～猫がいい　生まれ変
わるなら猫がいい　そうい
う母はもう猫なんだ～　こ
の短歌は、国語授業の一環
で作り、応募したものです。
　母は、いつも『生まれ変
わるなら猫になりたい』と、
寝るときでも猫と一緒です。
外見は似ていないですが、
飼い猫とふれあったり、寝
ころんだりしている姿は、
まるで猫同士。そういう風
景をイメージし、すらすら
と書けた作品です。しかし
読み手によっては、客観性
や微妙な空気感を感じさせ
るようで、そういった点も
短歌の面白いところだと改
めて感じました。」

斎藤茂吉ジュニア短歌コンクール
最優秀賞
基督教独立学園高等学校
１年　伊佐　なずな さん
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 田沢頭グリーンネットが 
農地・水・環境保全向上対 
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ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ま
し

と

予
算

　

平
成
二
十
一
年
度
、
町
で
は
、

住
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
り
、

基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
や
、

地
域
の
元
気
を
回
復
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
現
下
の
経
済
情
勢
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
と
そ
の
変
化
に
応

じ
て
、
次
の
六
つ
の
柱
に
沿
っ

て
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方 

 

～
六
つ
の
柱
と
そ
の
対
策
～

■
子
育
て
し
や
す
い

 

環
境
づ
く
り

■
未
来
の
小
国
を
担
う

 

人
づ
く
り

■
安
全
で
安
心
な

 

暮
ら
し
の
舞
台
づ
く
り

■
地
域
資
源
を
活
用
し
た

 

産
業
づ
く
り

■
健
康
・
快
適
を
実
感
で
き
る

 

ま
ち
づ
く
り

■
自
立
を
可
能
と
す
る

 

地
域
づ
く
り

子
育
て
し
や
す
い

 

環
境
づ
く
り

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
急
速

に
少
子
化
が
進
展
し
て
お
り
、

出
生
率
も
低
迷
を
続
け
、
少
子

化
傾
向
は
極
め
て
深
刻
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
町
で
育
つ
子

ど
も
た
ち
を
社
会
全
体
で
は
ぐ

く
む
と
い
う
心
を
子
育
て
支
援

の
基
本
に
据
え
、
出
産
や
育
児

に
伴
う
経
済
的
・
精
神
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
誰
も
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
、
健
や
か

に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

●
乳
幼
児
か
ら
就
学
前
児
童
ま

で
の
医
療
費（
自
己
負
担
額
）

を
無
料
に
し
ま
す
。

●
同
一
家
庭
に
お
け
る
三
人
目

以
降
の
保
育
料
を
無
料
に
し

ま
す
。

●
保
育
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

延
長
保
育
や
一
時
保
育
を
実

施
す
る
民
間
保
育
園
に
対
し

て
、
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

●
社
会
福
祉
法
人
愛
育
福
祉
会

が
、
す
み
れ
保
育
園
の
新
築

移
転
に
着
手
し
ま
す
の
で
、

町
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

●
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
充
実
運
営
し
ま
す
。

●
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
に
合
わ

せ
、
引
き
続
き
十
四
回
全
て

を
無
料
と
し
ま
す
。
ま
た
、

出
産
支
援
金
と
し
て
一
人
五

万
円
を
交
付
し
ま
す
。

未
来
の
小
国
を
担
う

 

人
づ
く
り

　

町
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度

を
め
ど
に
、
小
学
校
一
校
、
中

「
平
成
二
十
一
年
度
施
政
方
針
」
に
み
る

ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ま
し　

と　

予
算
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学
校
一
校
に
統
合
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
母
体
と

な
る
小
国
小
学
校
及
び
小
国
中

学
校
の
改
築
・
改
修
に
向
け
て
、

本
年
度
は
五
千
万
円
を
建
設
基

金
に
積
み
増
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
国
小
学
校
校
舎
は

耐
力
度
調
査
、
小
国
中
学
校
校

舎
は
耐
震
診
断
調
査
を
そ
れ
ぞ

れ
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
機

能
的
で
効
果
的
な
統
合
・
改
築

と
な
る
よ
う
、
文
教
地
区
整
備

基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

●
閉
校
後
活
用
計
画
検
討
委
員

会
が
複
数
案
を
取
り
ま
と
め

た
旧
小
玉
川
小
中
学
校
校
舎

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら

に
検
証
を
進
め
な
が
ら
、
望

ま
し
い
在
り
方
を
探
っ
て
い

き
ま
す
。

●
玉
川
小
学
校
足
中
分
校
の
玉

川
小
学
校
へ
の
統
合
に
合
わ

せ
て
、
四
月
か
ら
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
一
路
線
増
便
し
ま

す
。

●
小
中
高
一
貫
教
育
を
引
き
続

き
推
進
し
ま
す
。

●
町
独
自
の
学
習
支
援
員
、
教

育
相
談
員
を
配
置
し
ま
す
。

●
国
の
家
庭
教
育
支
援
基
盤
形

成
事
業
と
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
を
活
用
し
て
、
家
庭

の
教
育
力
向
上
や
、
地
域
ぐ

る
み
で
学
校
運
営
を
支
援
す

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
、
新

た
に
沖
庭
小
学
校
で
開
催
し

ま
す
。
ま
た
昨
年
同
様
に
、

狂
言
大
蔵
流
の
山
本
東
次
郎

家
を
招
き
、
白
い
森
古
典
芸

能
ふ
れ
あ
い
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
、
平
成
二
十
一
年
度
末

に
設
立
見
込
み
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
、
設
立
準
備
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
な

 

暮
ら
し
の
舞
台
づ
く
り

　

町
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
松
岡
黒
沢
峠
線
の
改
良
に

向
け
て
概
略
設
計
に
着
手
す
る

ほ
か
、
長
者
原
内
川
線
、
舟
渡

網
代
瀬
線
、
若
山
金
目
線
の
改

良
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

国
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
計
画

的
に
橋
梁
の
維
持
補
修
工
事
を

実
施
す
る
た
め
、
橋
梁
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
準
備

作
業
と
し
て
橋
梁
点
検
業
務
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
舗
装

の
延
命
化
を
図
る
た
め
、
町
道

舗
装
版
目
地
補
修
事
業
を
継
続

実
施
し
ま
す
。

●
地
域
高
規
格
道
路
新
潟
山
形

南
部
連
絡
道
路
の
早
期
実
現

に
向
け
、
引
き
続
き
、
強
力

に
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
二
台
を

更
新
し
ま
す
。
幸
町
地
区
へ

の
流
雪
用
水
導
水
路
に
、
落

雪
防
止
梁
を
設
置
す
る
ほ
か
、

増
岡
地
内
の
水
路
整
備
を
行

い
ま
す
。

●
市
街
地
等
の
再
生
を
効
率
的

に
推
進
す
る
た
め
、
都
市
再

生
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

総合型地域スポーツクラブを目指して試験的に
実施した「すっきりボディチャレンジ」には、
健康志向の高まりとともに多くのかたが参加

写真は、３月２１日に開通した荒川道路（国道１１３
号と国道７号の交差点付近）
町では、今後も新潟山形南部連絡道路の早期実
現にむけ運動を展開

冬期間の暮らしを支える道路除雪
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ま
た
、
小
国
の
家
づ
く
り
助

成
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用

実
績
な
ど
を
基
に
所
要
額
を

措
置
し
ま
し
た
。

●
下
水
道
整
備
で
は
、
増
岡
か

ら
大
宮
地
内
に
延
長
千
二
十

八
メ
ー
ト
ル
の
汚
水
管
渠
を

布
設
し
、
大
宮
地
内
に
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
整
備
し
ま

す
。
下
水
道
計
画
区
域
外
の

排
水
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

者
へ
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

●
上
水
道
の
石
綿
管
入
替
を
行

う
ほ
か
、
赤
芝
浄
水
場
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
安
定
し
た
取
水
量
を
確

保
す
る
た
め
、
増
岡
地
内
で

赤
芝
水
源
地
取
水
設
備
工
事

を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
な

水
源
の
確
保
に
向
け
た
基
礎

調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。
尻

無
沢
・
叶
水
・
白
沼
各
簡
易

水
道
に
お
い
て
、
水
源
地
施

設
及
び
配
水
池
仕
切
弁
等
の

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
沼
沢
地
内
の
消
防
ポ
ン
プ
庫

を
改
築
し
、
上
岩
井
沢
地
内

に
消
火
栓
一
基
を
新
設
し
ま

す
。
既
存
の
自
主
防
災
組
織

の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
組
織
化
の
拡
大
を
誘
導

し
ま
す
。

●
町
営
バ
ス
は
、
車
両
の
更
新

を
図
り
な
が
ら
安
全
な
運
行

に
努
め
ま
す
。
地
域
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
に
基
づ
き
、

金
目
線
に
お
い
て
、
平
日
毎

日
二
往
復
の
デ
マ
ン
ド
型
タ

ク
シ
ー
の
実
証
運
行
に
取
り

組
み
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た

 

産
業
づ
く
り

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

田
沢
頭
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
の
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
全
国
優

良
活
動
組
織
の
一
つ
と
し
て
、

本
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
そ
の
事
例
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
農
家
、
非
農
家
が
共
同
で
、

農
業
と
い
う
切
り
口
か
ら
集
落

の
活
力
を
醸
成
し
た
事
例
で
あ

り
、
全
国
に
誇
る
べ
き
実
践
例

で
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
支
援

し
な
が
ら
、
活
力
あ
る
集
落
の

創
造
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
米
の
生
産
調
整
シ
ス
テ
ム
を

円
滑
に
推
進
す
る
水
田
農
業

構
造
改
革
事
業
や
、
農
地
の

安
定
し
た
経
営
体
へ
の
流
動

化
の
促
進
、
農
業
の
担
い
手

と
新
規
就
農
者
の
確
保
に
向

け
、
農
用
地
利
用
集
積
事
業
、

農
業
担
い
手
育
成
事
業
を
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
す
。

●
国
の
土
地
改
良
施
設
維
持
管

理
適
正
化
事
業
を
活
用
し
て
、

松
岡
合
口
頭
首
工
導
水
路
整

備
及
び
玉
川
揚
水
機
送
水
管

整
備
を
進
め
ま
す
。

●
道
の
駅
白
い
森
よ
こ
ね
物
産

所
を
増
築
す
る
形
で
、
農
産

物
直
売
所
を
整
備
し
ま
す
。

●
町
民
の
森
及
び
大
滝
地
内
サ

ク
ラ
植
栽
地
に
お
い
て
、
地

域
住
民
や
民
間
企
業
、
大
学

生
な
ど
と
協
働
で
、
森
林
保

全
や
美
し
い
里
山
形
成
に
取

り
組
む
町
有
林
野
保
全
管
理

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
助

成
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

●
ナ
ラ
枯
れ
対
策
で
は
、
被
害

木
駆
除
五
百
二
十
本
、
健
全

木
維
持
三
十
本
の
ほ
か
、
引

き
続
き
、
合
成
フ
ェ
ロ
モ
ン

を
用
い
た
面
的
防
除
実
証
試

験
と
し
て
、
お
と
り
立
木
三

箇
所
、
お
と
り
丸
太
十
五
箇

生産者と消費者をつなぐ「場」として人気
が高まっている直売所
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所
で
実
施
し
ま
す
。

●
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
研
究

会
な
ど
の
成
果
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
事
業

展
開
を
図
り
な
が
ら
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
商
業
者
が
消
費
拡
大
の
た
め

に
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

買
物
券
発
行
事
業
を
支
援
し

ま
す
。

●
移
住
な
ど
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
ほ
か
、
町
内

各
団
体
等
が
実
施
し
て
い
る

交
流
事
業
の
内
容
充
実
に
向

け
て
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

多
様
な
情
報
を
発
信
し
て
い

く
た
め
、
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
全
面
改
定
し
ま
す
。

●
雇
用
対
策
関
連
と
し
て
、
離

職
者
を
対
象
と
し
た
緊
急
雇

用
枠
を
引
き
続
き
確
保
し
ま

す
。
雇
用
相
談
員
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
小
国
町
緊
急

生
活
支
援
資
金
貸
付
を
行
い

ま
す
。

健
康
・
快
適
を
実
感
で
き
る

 

ま
ち
づ
く
り

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を

通
じ
て
健
康
で
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

そ
の
指
針
と
な
る
第
二
期
小
国

町
健
康
増
進
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
計
画
期
間
は
、
平
成
二

十
一
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
ま

で
の
五
カ
年
間
で
、
主
な
内
容

は
、「
一
次
予
防
」、「
疾
病
予
防

対
策
」、「
健
康
づ
く
り
運
動
」の

三
本
を
基
本
方
向
に
据
え
、
内

臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
対
策
の
推

進
を
新
た
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

町
民
自
ら
が
健
康
生
活
を
実
現

す
る
た
め
、
生
活
習
慣
改
善
等

に
取
り
組
む
気
運
を
高
め
る
と

と
も
に
、
各
種
健
診
や
健
康
づ

く
り
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

●
平
成
二
十
年
度
に
策
定
し
た

第
二
期
小
国
町
障
が
い
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、
き
め
細
や

か
な
対
応
を
進
め
ま
す
。
ま

た
障
が
い
者
の
地
域
生
活
を

促
進
す
る
た
め
、
障
が
い
者

福
祉
に
係
わ
る
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
や
当
事
者
団
体
、
医
療

機
関
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

の
参
画
を
得
な
が
ら
、
障
が

い
者
自
立
支
援
協
議
会
を
立

ち
上
げ
ま
す
。

●
介
護
予
防
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
介
護
予
防
が
必
要
な

方
々
に
対
し
て
、
要
介
護
状

態
に
至
ら
な
い
よ
う
運
動
器

の
機
能
向
上
や
、
う
つ
、
閉

じ
こ
も
り
、
認
知
症
な
ど
の

予
防
事
業
を
一
層
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
暮
ら
し
に
や

さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
助
成

事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

●
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て

い
く
視
点
か
ら
、
多
様
な
主

体
が
連
携
、
協
働
す
る
相
互

扶
助
の
在
り
方
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

●
町
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
小

国
町
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
、
安
定
的
な
経
営
に

努
め
、
平
成
二
十
三
年
度
に

経
常
収
支
の
黒
字
化
を
目
指

し
ま
す
。

合成フェロモンを使ったナラ枯れ対策。写真はおとり用の丸太

改革プランを策定し、黒字化を目指している町立
病院。今後、より住民ニーズに合った健康診査の
拡充などを実施予定
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自
立
を
可
能
と
す
る

 

地
域
づ
く
り

　

変
革
期
に
お
け
る
自
治
体
経

営
を
展
開
す
る
た
め
、
平
成
三

十
年
を
目
標
年
次
に
掲
げ
た
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
指
針
で
あ
る

第
四
次
小
国
町
総
合
計
画
基
本

構
想
が
、
三
月
定
例
議
会
で
可

決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
構
想
に
基
づ
い
て
、
前
期
五

カ
年
に
実
施
す
る
具
体
的
な
施

策
を
と
り
ま
と
め
る
前
期
基
本

計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

●
自
治
体
を
取
り
巻
く
急
激
か

つ
広
範
な
環
境
変
化
を
十
分

に
踏
ま
え
、
第
四
次
小
国
町

行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
そ
の

手
法
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

●
経
済
の
混
乱
か
ら
町
民
生
活

を
守
り
、
産
業
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
戦
略
の
構
築
に
努

め
ま
す
。

●
集
落
支
援
の
在
り
方
や
、
過

疎
地
域
の
多
面
的
な
価
値
を

守
り
、
そ
の
持
ち
味
を
発
揮

さ
せ
る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い

て
議
論
し
、
広
く
情
報
を
発

信
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
集
落
支

援
員
を
モ
デ
ル
的
に
配
置
し
、

本
町
に
お
け
る
望
ま
し
い
在

り
方
を
研
究
し
ま
す
。

●
多
様
な
団
体
の
主
体
的
行
動

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

原
動
力
で
す
。
そ
れ
ら
の
活

動
を
支
援
す
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
総
合
助
成
事
業
、
農
村

の
暮
ら
し
づ
く
り
総
合
助
成

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

●
平
成
二
十
三
年
七
月
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
へ
向
け

て
、
改
修
が
必
要
と
な
る
テ

レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合
に

対
し
て
、
引
き
続
き
支
援
し

ま
す
。

２,６７４万９千円地上デジタル放送受信施設整備
支援事業

１１８万５千円過疎地域活性化に向けた集落支
援推進研究事業

１億６,８８４万６千円民間保育所入所児童委託事業

１億３,７７０万円民間保育所施設増改築整備事業

７５０万円妊婦出産支援事業

１,０１２万９千円労働者対策事業

３８４万８千円森林セラピー推進事業

３,０００万円食の文化、産業づくり推進事業

７１５万７千円水田農業構造改革事業

６５２万円森林病害虫等防除事業

３００万円地域経済活性化支援事業

１億９,７７３万６千円除雪事業

１億６,７３６万２千円道路橋梁新設改良事業

９００万円耐震診断調査委託事業

６６９万４千円小中高一貫教育支援事業

５,０１４万円学校建設基金積立金

主 な 事 業

５２億６,０００万円一　般　会　計

２,５１０万円簡易水道事業特別会計

特
別
会
計

８億７,１００万円国民健康保険事業特別会計

１億１,７００万円部落有財産特別会計

６７０万円老人保健特別会計

３億６,１９０万円下水道事業特別会計

７,５９０万円訪問看護特別会計

８億８,０９０万円介護保険特別会計

９,２５０万円後期高齢者医療特別会計

２４億３,１００万円小　　計

１０億５,０８６万７千円病院事業会計
企
業
会
計

３億３,９３９万８千円老人保健施設事業会計

２億６,３５７万２千円水道事業会計

１億１,３７１万円工業用水道事業会計

１７億６,７００万７千円小　　計

９４億５,８００万７千円合　　　　　計

各 会 計 予 算
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地方交付税 
24億7,000万円 

歳入 

町税 
10億976万2千円 

地方譲与税等 
2億1,880万円 

町債 
5億7,870万円 

国・県支出金 
5億4,584万1千円 
国・県支出金 
5億4,584万1千円 

使用料及び手数料 
8,126万1千円 

分担金及び負担金 
5,891万4千円 

繰入金 
1億2,180万5千円 

その他 
1億7,491万7千円 

用語解説
●町税…住民のみなさんや法人などに
納めていただく税金（町民税、固定
資産税、たばこ税、軽自動車税など）
●地方交付税…市町村の財政状況に応
じて、国から交付されるお金。自治
体間の財政力の不均衡をなくし、一
定の行政サービスを行うことができ
るよう国税（所得税、酒税、消費税
など）として集められた税金のうち、
一定割合を再分配したもの
●町債…町の借入金（借金）
●国・県支出金…市町村が行う特定の
事業に対して、国や県から交付され
るお金

●総務費…行政事務などに関する経費
●民生費…障がい者福祉、高齢者福祉、
子育て支援などの経費

●衛生費…生活環境の保全、疾病予防、
健康増進などの経費

●農林水産業費…農林水産業の振興や、
基盤整備などに関する経費

●商工費…商工業や観光振興のための
経費

●土木費…道路や河川を整備したり、
管理するための経費

●教育費…教育や生涯学習、文化・ス
ポーツなどの振興を図るための経費

●公債費…事業を行うために借りた町
債の元金・利子などを支払う経費

歳出

議会費
8,317万1千円

総務費
6億5,824万3千円

民生費
11億7,627万1千円

衛生費
4億1,676万8千円

労働費
2,510万7千円農林水産業費

2億4,725万1千円

商工費
2億5,748万9千円

土木費
6億
9,130万2千円

消防費
1億9,986万8千円

教育費
4億7,281万3千円

災害復旧費
343万1千円

公債費
10億2,327万6千円

諸支出金・予備費
501万円

一般会計予算　５２億６，０００万円の内訳
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一
般
会
計
補
正
予
算

一
億
九
千
百
八
十
万
円
増

　

町
の
三
月
定
例
議
会
が
、
三

月
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、

新
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
計
三

十
四
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
二
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
一
億

九
千
百
八
十
万
円
増
額
と
な
り
、

一
般
会
計
の
総
額
は
五
十
七
億

三
千
七
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
緊
急
経
済
対
策
を

　

追
加
・
実
施
し
ま
す

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
、

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
合
計

一
億
二
千
七
百
四
十
四
万
円
を

措
置
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
役
場
庁
舎
庇
塗
装
修
繕

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
用
機

材
購
入

▼
お
ぐ
に
保
育
園
屋
根
修
繕

▼
農
業
経
営
安
定
化
支
援

▼
ス
キ
ー
場
照
明
設
備
修
繕

▼
温
水
プ
ー
ル
及
び
白
い
森
交

流
セ
ン
タ
ー
り
ふ
れ
開
閉

器
・
避
雷
針
の
改
修
・
交
換

▼
温
水
プ
ー
ル
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
等
改
修

▼
地
域
産
業
館
あ
い
あ
い
カ
ー

ペ
ッ
ト
交
換

▼
南
部
地
区
等
へ
の
案
内
標
識

設
置

▼
道
の
駅
舗
装
改
修

▼
観
光
施
設
等
へ
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
テ
レ
ビ
設
置

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
整
備

▼
岩
井
沢
川
護
岸
及
び
底
版
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
事

▼
小
・
中
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
式
除
細
動
器
）
設
置

▼
ふ
れ
あ
い
の
家
改
修

　

こ
の
ほ
か
、
町
の
中
核
企
業

コ
バ
レ
ン
ト
マ
テ
リ
ア
ル
�
に

対
し
て
は
、
工
業
用
水
道
と
し

て
供
給
し
て
い
る
契
約
使
用
量

の
約
八
割
を
助
成
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

●
定
額
給
付
金
と

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

定
額
給
付
金
対
策
と
し
て
、

一
億
五
千
六
百
二
十
万
四
千
円

を
措
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
給
付
金
事

業
と
し
て
、
四
百
五
十
三
万
円

を
措
置
し
ま
し
た
。

　

定
額
給
付
金
は
、
広
く
住
民

に
給
付
し
、
景
気
後
退
下
で
の

住
民
の
生
活
不
安
に
対
処
す
る

も
の
で
す
。
生
活
支
援
と
、
地

域
に
お
け
る
経
済
対
策
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、

多
子
世
帯
の
子
育
て
負
担
軽
減

を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
、
小

学
校
就
学
前
三
年
間
に
属
す
る

第
二
子
以
降
の
児
童
が
対
象
で

す
。
本
町
で
は
、
計
百
二
十
人

（
百
十
二
世
帯
）が
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

特
別
職
の
給
与
減
額
を
継
続

医
療
職
は
手
当
引
き
上
げ

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

給
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四

年
四
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
減
額
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
般
の
景
気
動
向
や
、
財
政
環

境
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
平
成
二

十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延

長
し
て
、
特
別
職
の
給
料
を
減

額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
町
長
が
十
五
％
、
副

町
長
が
十
％
、
教
育
長
が
五
％
、

そ
れ
ぞ
れ
給
料
月
額
よ
り
減
額

と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
で
は
、
医
師
の
確

保
を
重
要
な
課
題
と
し
、
適
正

な
給
与
水
準
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
、

初
任
給
調
整
手
当
の
引
き
上
げ

蛎

各

劃

廓

鈎

鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

小
国
町
議
会　

三
月
定
例
議
会
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を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
町

に
お
い
て
も
、
国
の
改
定
に
準

じ
て
、
医
療
職
に
係
る
初
任
給

調
整
手
当
の
支
給
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
改
定

月
額
四
千
二
百
十
六
円
に

　

町
の
第
四
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
今
後
三
年
間

の
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
国
が
示
し

た
基
準
を
踏
ま
え
、
保
険
料
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
介
護
認
定
者
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
基
準
保
険
料
は
、

月
額
四
千
二
百
十
六
円
と
な
り

ま
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

無
料
交
付（
六
十
五
歳
以
上
）

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
と
、
自
動
車
運
転
免
許

証
な
ど
本
人
確
認
書
類
を
所
持

し
な
い
高
齢
者
へ
の
配
慮
と
し

て
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

新
規
交
付
手
数
料
を
無
料
と
し

ま
す
。
対
象
は
六
十
五
歳
以
上

の
か
た
で
、
期
間
は
平
成
二
十

一
年
四
月
か
ら
二
年
間
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
や

住
所
等
が
記
載
さ
れ
、
住
民
票

の
写
し
の
広
域
交
付
な
ど
が
で

き
る
カ
ー
ド
で
す
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
能
を
備
え
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
、
顔
写
真
を
付
け
る
こ
と

で
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て
も

使
用
で
き
ま
す
。

第
四
次
小
国
町
総
合
計
画

基
本
構
想
を
定
め
ま
し
た

　

今
回
の
議
会
に
は
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
き
、「
第
四
次
小
国

町
総
合
計
画
基
本
構
想
」
が
提

案
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
長
期
指
針
を
定
め
た
も
の

で
、
平
成
二
十
一
年
度
を
初
年

度
と
し
、
平
成
三
十
年
を
目
標

年
次
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
構
想
で
は
、
町
の

将
来
像
を
次
の
と
お
り
定
め
ま

し
た
。

〈
将
来
像
〉

人
と
自
然
が
織
り
な
す

や
さ
し
い
暮
ら
し
が
あ
る
ま
ち

 

供
白
い
森
の
国
お
ぐ
に
僑

　

ま
た
、
こ
の
将
来
像
に
む
け

た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と

し
て
、

▼
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

▼
地
域
資
源
の
活
用
と
保
全
に

よ
る
地
域
産
業
の
創
出

▼
多
様
な
形
で
の
人
の
誘
致
と

交
流
促
進

▼
小
国
の
人
々
が
育
ん
で
き
た

生
活
文
化
・
生
活
技
術
の
継

承
と
新
た
な
展
開

以
上
の
四
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
構
想
を

指
針
と
し
て
、
豊
か
な
小
国
の

自
然
を
舞
台
に
、
多
様
な
人
々

が
つ
な
が
り
を
持
っ
て
、
心
か

ら
幸
福
を
実
感
で
き
る
地
域
社

会
の
創
造
に
、
全
力
を
傾
け
て

ま
い
り
ま
す
。

地
産
地
消
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
三
月
三

日
、
町
地
産
地
消
協
議
会
主
催

の
地
産
地
消
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
、
農
家
の
か
た
や
調
理
師
、

栄
養
士
な
ど
約
三
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
南
陽
市
と

福
島
県
喜
多
方
市
か
ら
招
い
た

二
人
の
講
師
が
、
生
産
や
流
通

の
あ
り
方
な
ど
、
事
例
を
交
え

て
紹
介
。
ま
た
セ
ミ
ナ
ー
後
に

は
、
今
後
の
地
産
地
消
の
展
開

方
法
に
つ
い
て
、
関
係
者
が
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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小国高初　情報処理一級合格
　

一
月
に
行
わ
れ
た
第
四
十
回

情
報
処
理
検
定
（
苛
全
国
商
業

高
等
学
校
協
会
主
催
）
で
、
小

国
高
三
年
の
船
山
理
恵
子
さ
ん

が
、
同
校
で
初
め
て
、
情
報
処

理
検
定
一
級
の
難
関
に
合
格
し

ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
ほ
か
に
も
、
二
級

三
人
、
三
級
三
十
六
人
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
合
格
者
は
過
去
最
多

で
、
同
校
の
特
色
あ
る
教
育
と
、

生
徒
の
高
い
意
欲
が
表
れ
た
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

里
山
の
保
全
を
目
指
し
て

　

二
月
二
十
四
日
、
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
県
主
催
の
や
ま
が
た

緑
環
境
税
事
業
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
森
林
所
有
者
な
ど
約
三

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

緑
環
境
税
は
、
県
民
共
有
の

財
産
で
あ
る
森
を
守
る
た
め
、

年
間
千
円
を
県
民
か
ら
徴
収
し
、

そ
れ
を
森
づ
く
り
に
活
用
す
る

も
の
で
す
。
町
内
で
は
森
林
整

備
の
ほ
か
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事

業
や
学
校
林
の
保
全
な
ど
に
、

や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活
用
し

て
き
て
い
ま
す
。

北
部
小
中　

温
身
の
郷
に 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト
寄
贈

　

三
月
五
日
、
北
部
小
中
学
校

で
、
温
身
の
郷
で
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
室

内
用
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
校
の
児
童
・
生

徒
が
、
一
年
間
集
め
た
空
き
缶

を
換
金
し
購
入
し
た
も
の
で
、

同
施
設
の
小
池
克
昌
事
務
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
精
氏（
舟
渡
）に 

 

旭
日
単
光
章

　

元
町
議
会
議
員
の
佐
藤
精
氏

が
、
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、

三
月
九
日
、
議
場
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
昭
和
五
十
四
年

か
ら
三
期
十
二
年
に
わ
た
り
、

町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
八
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
沖
庭
橋
掛
替

事
業
促
進
期
成
同
盟
会
会
長
と

し
て
、
地
域
の
振
興
発
展
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

齋藤裕司校長から合格証書を受け取る船山理恵子さん
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三
月
二
十
二
日
、
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
置
賜
地
域
男
女
共
同

参
画
講
演
会　

白
い
森
が
開
催

ｉｎ

さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」の
マ
ス
オ
さ
ん

や
、「
そ
れ
い
け
！ 
ア
ン
パ
ン

マ
ン
」
の
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
役

の
声
優
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

増
岡
弘
氏
が
、「
マ
ス
オ
流
男
女

共
同
参
画
の
は
な
し
」
と
題
し

て
、
自
身
の
経
験
を
も
と
に
、

言
葉
の
大
切
さ
や
夫
婦
愛
に
つ

い
て
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

増
岡
氏
は
、「
子
ど
も
は
食
べ

物
だ
け
で
な
く
、
親
の
思
い
や

か
け
て
あ
げ
る
言
葉
で
成
長
す

る
。
一
度
口
に
出
し
た
言
葉
は
、

相
手
の
記
憶
に
残
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、
夫
婦
間
で
も
、
良
い
言

葉
を
心
が
け
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
心
も

言
葉
も
目
に
は
見
え
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
温
度
が
あ
る
。
相
手

の
求
め
る
温
度
の
言
葉
を
か
け

て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
結
ん
で

い
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か
け
に
応

じ
て
、
町
内
の
若
者
十
二
人
が

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
主
催

し
た
も
の
で
、
町
内
や
近
隣
市

町
の
か
た
な
ど
、
約
百
人
が
聴

講
し
ま
し
た
。

「愛とは、愛し続ける努力のこと」
と訴える増岡氏

配
布
し
ま
し
た
「
火
災
警
報
器
」

　

町
で
は
、
三
月
十
二
日
か
ら
、

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
の
み
の

世
帯
を
対
象
に
、「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
を
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
配
付
分
に
つ
い

て
は
、
担
当
職
員
が
直
接
訪
問

し
、
三
月
中
に
ほ
ぼ
渡
し
終
え

て
い
ま
す
。
設
置
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
町
民
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
町
出
身
者
が
集
い 

第
四
十
九
回
郷
人
会
総
会
開
催

　

三
月
八
日
、工
学
院
大
学（
東

京
都
新
宿
区
）
で
、
関
東
に
住

む
本
町
出
身
者
七
十
五
人
が
出

席
し
、
山
形
県
小
国
郷
人
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
山
遊
亭
金
太
郎
師
匠
が

小
話
を
披
露
し
た
ほ
か
、
町
の

福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
町

長
に
寄
付
金
十
万
円
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

町長に寄付金を手渡す伊藤会長。預かった寄付金は、
１１日、町長から町社会福祉協議会へ贈られました

講演をサポートした参加者に、
増岡氏からセル画やサイン色紙
などが贈られた

マ
ス
オ
さ
ん
が
来

マ
ス
オ
さ
ん
が
来
町町

男
女
共
同
参
画
講
演

男
女
共
同
参
画
講
演
会会
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旺

王

欧

翁

横横

横横

殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴

町
職
員
の
人
事
異
動

（　

）
は
前
職 

●
退
職
（
３
月　

日
付
）

３１

▼
相
馬
剛
志（
地
域
整
備
課
長
）

▼
山
口
映
子
（
あ
さ
ひ
保
育
園

主
任
保
育
士
）▼
高
木
潤
一（
町

立
病
院
産
婦
人
科
医
長（
兼
）介

護
老
人
保
健
施
設
医
師
）
▼
矢

尾
板
孝
夫
（
町
立
病
院
医
師

（
兼
）介
護
老
人
保
健
施
設
医

師
）
▼
照
井
ひ
ろ
子
（
町
立
病

院
准
看
護
師
）
▼
中
津
川
麗
子

（
町
立
病
院
准
看
護
師
）▼
齋
藤

智
江
（
介
護
老
人
保
健
施
設
介

護
員
）

●
新
採
（
４
月
１
日
付
）

▼
町
立
病
院
医
師（
兼
）介
護
老

人
保
健
施
設
医
師　

熊
澤
豊
▼

町
立
病
院
薬
剤
師　

堺
和
幸
▼

町
立
病
院
看
護
師　

本
間
美
保

▼
町
立
病
院
看
護
師　

君
成
田

恵
▼
総
務
企
画
課
主
事
補　

木

村
明
宏
▼
総
務
企
画
課
主
事
補

井
上
明
子

●
昇
任
・
昇
格（
４
月
１
日
付
）

▼
町
立
病
院
診
療
部
長（
兼
）介

護
老
人
保
健
施
設
医
師
（
内
科

医
長（
兼
）介
護
老
人
保
健
施
設

医
師
）
伊
藤
宏
▼
地
域
整
備
課

長
（
建
設
管
理
室
長
）
齋
藤
一

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
主

幹
（
町
民
課
町
民
生
活
室
長

（
兼
）国
保
医
療
担
当
主
査
）
三

宅
清
▼
地
域
整
備
課
建
設
管
理

室
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学

校
教
育
担
当
主
査
）
加
藤
康
浩

▼
健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
推
進

室
長（
兼
）子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長（
兼
）中
央
児
童
室
長

（
兼
）児
童
福
祉
担
当
主
査
（
産

業
振
興
課
商
業
振
興
担
当
主

査
）
齋
藤
勉
▼
町
民
課
国
保
医

療
担
当
主
査
（
国
保
医
療
担
当

係
長
）
須
藤
奈
緒
美
▼
総
務
企

画
課
政
策
企
画
担
当
主
査
（
政

策
企
画
担
当
係
長
）
佐
藤
友
春

▼
総
務
企
画
課
庶
務
管
財
担
当

主
査
（
庶
務
管
財
担
当
係
長
）

益
田
則
幸
▼
健
康
福
祉
課
地
域

福
祉
担
当
主
査
（
地
域
福
祉
担

当
係
長
）
渡
辺
仁
▼
町
立
病
院

総
務
主
査
（
総
務
係
長
）
磯
部

俊
二
▼
産
業
振
興
課
農
業
振
興

担
当
主
査
（
農
業
振
興
担
当
係

長
）
渡
邊
久
光
▼
町
立
病
院
外

来
看
護
主
査（
外
来
看
護
師
長
）

野
澤
美
恵
子
▼
産
業
振
興
課
商

工
労
政
担
当
係
長
（
議
会
事
務

局
主
任
書
記（
併
）監
査
委
員
事

務
局
主
任
書
記
）
渡
部
由
美
子

▼
産
業
振
興
課
農
村
経
営
担
当

係
長
（
総
務
企
画
課
主
任
）
中

津
川
典
広
▼
税
務
出
納
課
地
籍

調
査
担
当
係
長
（
総
務
企
画
課

主
任
）
舟
山
真
次
▼
町
立
病
院

地
域
健
康
担
当
看
護
師
長（
兼
）

外
来
看
護
師
長（
主
任
看
護
師
）

木
村
陽
子
▼
町
民
課
主
任
（
主

事
）
蛯
谷
マ
キ
子
▼
産
業
振
興

課
主
任
（
主
事
）
瀬
齋
知
倫
▼

町
民
課
定
額
給
付
金
等
対
策
室

主
任
（
主
事
）
伊
藤
哲
史
▼
総

務
企
画
課
主
任
（
主
事
）
横
山

真
也
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
主

任
（
主
事
）
舟
山
直
幸
▼
教
育

委
員
会
事
務
局
主
任
（
町
民
課

主
事
）
青
木
伸
幸
▼
町
立
病
院

地
域
健
康
担
当
主
任
臨
床
検
査

技
師（
兼
）主
任
臨
床
検
査
技
師

（
臨
床
検
査
技
師
）渡
部
壽
賀
子

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
主
任
作

業
療
法
士
（
作
業
療
法
士
）
鈴
木

光
▼
介
護
老
人
保
健
施
設
主
任

介
護
員
（
介
護
員
）
吉
田
美
由
紀

●
配
置
替
え（
４
月
１
日
付
）

▼
総
務
企
画
課
長
（
産
業
振
興

課
長
）
五
十
嵐
久
衛
▼
産
業
振

興
課
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長（
兼
）お
ぐ
に
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
所
長
）
高
橋
和
衛

▼
健
康
福
祉
課
長（
兼
）健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
所
長（
兼
）地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長（
兼
）健

康
管
理
支
援
室
長
（
総
務
企
画

課
行
政
管
理
主
幹
）
山
口
英
明

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次

長（
兼
）お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
所
長
（
健
康
福
祉
課
長

（
兼
）健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

（
兼
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長（
兼
）生
活
福
祉
推
進
室
長

（
兼
）子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長（
兼
）中
央
児
童
室
長
）
渡
部

三
典
▼
総
務
企
画
課
政
策
企
画

主
幹（
兼
）政
策
企
画
室
長
（
政

策
企
画
主
幹
）
阿
部
英
明
▼
町

立
病
院
医
療
技
術
部
長
（
診
療
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部
長（
兼
）放
射
線
技
師
長（
兼
）

療
食
主
査
）
高
橋
和
洋
▼
議
会

事
務
局
長
補
佐（
併
）監
査
委
員

事
務
局
長
補
佐
（
健
康
福
祉
課

健
康
管
理
支
援
室
長（
兼
）介
護

福
祉
担
当
主
査
）
舟
山
忠
夫
▼

町
立
病
院
事
務
次
長（
兼
）訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
次
長（
兼
）

地
域
健
康
主
査
（
事
務
次
長

（
兼
）訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

次
長（
兼
）医
事
主
査
）
朝
妻
完

治
▼
税
務
出
納
課
税
政
管
理
室

長
（
税
政
管
理
室
長（
兼
）地
籍

調
査
担
当
係
長
）
川
俣
幸
雄
▼

産
業
振
興
課
商
工
観
光
室
長

（
商
工
振
興
室
長（
兼
）工
業
労

政
担
当
主
査
）
舟
山
良
一
▼
町

民
課
定
額
給
付
金
等
対
策
室
長

（
兼
）町
民
生
活
室
長
（
定
額
給

付
金
等
対
策
室
長
）
軽
部
博
明

▼
地
域
整
備
課
上
下
水
道
室
長

（
上
下
水
道
室
長（
兼
）建
設
技

術
担
当
主
査
）
菅
野
享
一
▼
総

務
企
画
課
行
政
管
理
室
長
（
産

業
振
興
課
交
流
推
進
室
長（
兼
）

森
林
セ
ラ
ピ
ー
担
当
主
査
）
後

藤
和
人
▼
町
立
病
院
看
護
副
部

長（
兼
）医
療
連
携
室
長（
兼
）医

療
安
全
管
理
室
長
（
介
護
老
人

保
健
施
設
看
護
副
部
長（
兼
）相

談
指
導
員
）
井
上
秀
子
▼
総
務

企
画
課
町
誌
編
纂
準
備
主
査

（
町
民
課
住
民
窓
口
担
当
主
査
）

松
山
茂
▼
健
康
福
祉
課
介
護
福

祉
担
当
主
査
（
総
務
企
画
課
法

務
行
政
担
当
主
査
）
原
田
千
鶴

子
▼
総
務
企
画
課
法
務
行
政
担

当
主
査
（
産
業
振
興
課
農
村
経

営
担
当
主
査
）
井
上
伊
勢
男
▼

産
業
振
興
課
観
光
交
流
担
当
主

査
（
交
流
推
進
担
当
主
査
）
舟

山
重
浩
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
担
当
主
査
（
生
涯
学

習
担
当
主
査
）
金
鋼
一
▼
教
育

委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
担
当

係
長
（
産
業
振
興
課
観
光
交
流

担
当
係
長
）
加
藤
智
香
子
▼
町

民
課
住
民
窓
口
担
当
係
長
（
健

康
福
祉
課
児
童
福
祉
担
当
係

長
）
日
下
恵
理
子
▼
町
立
病
院

医
療
技
術
係
長（
兼
）主
任
放
射

線
技
師
（
診
療
技
術
係
長（
兼
）

主
任
放
射
線
技
師
）
竹
田
通
則

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
療
養
係

長（
兼
）相
談
指
導
員
（
療
養
係

長
）
佐
藤
三
保
▼
町
立
病
院
医

療
安
全
管
理
者（
主
任
看
護
師
）

長
坂
幸
子
▼
お
ぐ
に
保
育
園
主

任
保
育
士（
兼
）小
国
中
央
児
童

室
主
任
児
童
厚
生
員（
兼
）叶
水

保
育
園
主
任
保
育
士（
兼
）あ
さ

ひ
保
育
園
主
任
保
育
士
（
お
ぐ

に
保
育
園
主
任
保
育
士（
兼
）小

国
中
央
児
童
室
主
任
児
童
厚
生

員（
兼
）白
沼
保
育
園
主
任
保
育

士（
兼
）叶
水
保
育
園
主
任
保
育

士
）
井
上
幸
子
▼
介
護
老
人
保

健
施
設
主
任
（
税
務
出
納
課
主

任
）
那
須
野
政
夫
▼
教
育
委
員

会
事
務
局
主
事
（
介
護
老
人
保

健
施
設
主
事
）
貝
沼
俊
明
▼
総

務
企
画
課
主
事
（
教
育
委
員
会

事
務
局
主
事
）
加
藤
豪
▼
税
務

出
納
課
主
事
（
教
育
委
員
会
事

務
局
主
事
）
鎌
田
泰
子
▼
総
務

企
画
課
主
事（
同
課
課
付
主
事
）

梅
津
ま
き
子
▼
健
康
福
祉
課
主

事
（
産
業
振
興
課
課
付
主
事
）

中
津
川
ひ
と
み
▼
地
域
整
備
課

主
事
（
産
業
振
興
課
主
事
）
舟

山
友
樹
▼
産
業
振
興
課
主
事

（
地
域
整
備
課
主
事
）佐
藤
秀
樹

▼
町
民
課
主
事
（
税
務
出
納
課

主
事
）
今
美
穂

町
内
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

 

「
天
地
米
」と
し
て
発
売

　

三
月
二
十
四
日
、
ア
ス
モ
で

天
地
米
の
販
売
と
Ｐ
Ｒ
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
天
地
米
は
、

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

小
国
支
店
が
、
町
内
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
販
売
促
進
を
目
指
し
、

食
糧
販
売
会
社
で
あ
る
�
む
ら

せ
（
横
須
賀
市
）
と
協
力
し
て

商
品
化
し
た
も
の
で
す
。
今
後

は
、
都
心
な
ど
で
も
販
売
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。



16

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　緯 ６２－２６１１

募  
集

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

・
小
坂
町
団
地　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

・
あ
け
ぼ
の
団
地
３
Ｄ
Ｋ
１
戸

■
対　

象　

所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
家　

賃　

所
得
と
家
族
構
成

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

４
月
９
日
牙

■
入
居
時
期　

４
月
下
旬
以
降

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

　

小
国
ア
パ
ー
ト
１
号

 　
　
　
　
　
　
　
 
３
Ｄ
Ｋ
３
戸

■
募
集
期
間　

　

４
月　

日
俄
〜　

日
画

１３

１７

■
対　

象　

同
居
親
族
が
い
る

か
た
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
入
居
時
期　

６
月
上
旬

■
家　

賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

す
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
（
緯
０
２
３
８
―　

―
２４

２
３
３
２
）
へ

町
文
化
振
興
基
金
助
成
事
業

■
対
象
事
業　

６
月
か
ら
３
月

ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
�

音
楽
・
演
劇
な
ど
の
公
演
�

団
体
・
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表

�
文
化
財
保
護
活
動
�
青
少

年
健
全
育
成
活
動

■
内　

容　

助
成
は
総
額
三
十

万
円
以
内
で
、
団
体
又
は
個

人
に
行
い
ま
す
。

■
申
請
期
限　

５
月　

日
我

２０

■
問
合
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

文
化
活
動
を
支
援
し
ま
す

■
対
象
事
業　

遊
休
施
設
な
ど

を
活
用
し
た
文
化
事
業
、
市

町
の
枠
を
越
え
た
複
数
団
体

に
よ
る
文
化
事
業
な
ど

■
内　

容　

共
催
負
担
金
と
し

て
最
大
四
十
万
円
ま
で
負
担

し
ま
す
。

■
応
募
期
限　

５
月
１
日 
画

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁

（
緯
０
２
３
８
―　

―
６
０
１

２６

８
）
へ

小
玉
川
熊
ま
つ
り

■
日　

時　

　

５
月
４
日
俄
午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

国
民
宿
舎
飯
豊
梅

花
皮
荘
前
（
特
設
会
場
）

■
内　

容　

神
事
、
狩
り
の
模

擬
実
演
、
熊
汁
販
売
な
ど

■
問
合
先　

町
観
光
協
会
へ

お
ぐ
に
石
楠
花
ま
つ
り

■
日　

時

　

５
月
１
日
画
〜
６
日
我

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
場　

所　

道
の
駅
「
白
い
森

お
ぐ
に
」
特
設
会
場

■
入
場
料　

二
百
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

■
問
合
先　

産
業
振
興
課
へ

お
花
見
で
☆
お
も
白
い
森

■
日　

時

　

４
月　

日
蚊
正
午
〜

１９

■
場　

所　

エ
コ
ー
周
辺

■
内　

容　

バ
ン
ド
演
奏
、
昔

あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食

ブ
ー
ス
の
出
店
な
ど

■
そ
の
他　

当
日
又
は
準
備
に

協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

　

お
も
白
い
森
事
務
局
（
本
間

緯　

―
２
４
３
０
）
へ

６４

記
念
列
車
が
走
り
ま
す

置
賜
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

小
国
駅
に
「
こ
が
ね
花
回
廊

号
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。
駅
構

内
で
は
、
沿
線
市
町
村
の
物
産

市
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日　

時

　

▼
４
月
４
日
臥

　

▼
４
月
５
日
蚊

　

両
日
と
も
午
前　

時　

分
〜

１０

３０

■
問
合
先　

産
業
振
興
課
へ

催  
し
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー

　左の表は３月１６日現在の求人
内容です。無効になっている場
合もありますのでご了承くださ
い。※詳しいことは、ハローワー
ク長井（緯８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　今月の口座振替日は、次の
とおりです。振替前日まで指
定口座に入金してください。
　●４月２７日捷　水道料
　●４月３０日昭　軽自動車

税、介護保険料、下水
道・簡易水道料、住宅
使用料、保育料

■問合先　税務出納課へ

今月の納税

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　

４
月
７
日
、　

日
、

１４

　

日
、　

日
子
育
て
講
座「
身

２１

２８

体
計
測
と
相
談
」

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

４
月　

日
１６

　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

４
月
９
日
、　

日
２３

　
　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

４
月　

日
臥

１１

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

あ
ん
び
ん
作
り
、

ビ
ッ
ク
ブ
ッ
ク

■
申
込
期
限　

４
月
９
日
牙

■
問
合
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

●新着図書

◇利休にたずねよ 山本　兼一
◇悼む人 天童　荒太
◇猫を抱いて象と泳ぐ 小川　洋子
◇ブラザー・サン

　シスター・ムーン 恩田　　陸
◇家族のなかの弱者と強者

 海原　純子
◇「論語」の読み方 渋沢　栄一
◇トップアスリート 小松　成美
◇からだビックリ！ 薬はこうして

　やっと効く 中西　貴之
◇春になったらあけてください

 作・増井　邦恵　絵・あべまれこ
◇別冊　図書館戦争Ⅱ 有川　　浩

●休館日　毎週月曜日、４月２９日

総合センター図書室から総合センター図書室から

勤務時間求人数職　　種事　業　所　名

８：００～１７：００４人
土木施工管理技士（見
習い可）ほか

㈱ 横 川 建 設

８：００～１７：００２人型枠大工ほか安 部 工 業 ㈱

８：００～１７：００７人ダンプ・重機運転士ほか大 河 内 産 業 ㈲

８：３０～１７：３０ほか２人看護師ほか特別養護老人ホームさいわい荘

８：００～１７：００ほか５人製造員㈱ 小 国 製 麺

６：００～１５：００ほか１５人電気メンテナンスほか㈱ 山 芳 工 務 店

９：００～１６：４５１人事務員東北森林管理局置賜森林管理署

８：３０～１７：１５１人事務補助（臨時）
北 陸 地 方 整 備 局

飯 豊 山 系 砂 防 事 務 所

８：００～１７：００２人技術員小 国 開 発 ㈱

８：３０～１７：１５ほか２人介護員ほか
小国町介護老人保健施設

温 身 の 郷

８：００～１７：００２人電気工事（見習い可）ほかハ イ コ ー ㈱

８：４５～１８：００１人レジ係㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

９：００～１８：００１人営業㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ

８：００～１７：００１人土木施工管理技士遠 藤 建 設 ㈱

７：００～１６：００ほか３人施設サービスお ぐ に 白 い 森 ㈱

９：００～１８：００間５時間程度３人販売他㈲白い森よこね物産品直売所
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特別児童扶養手当児童扶養手当母子家庭修学費児童手当手当名

在宅で心身に中度
から重度の障害（身
体、知的、精神）の
ある２０歳未満の児
童を養育している
かた

離婚・死亡等により、父親
と生計を別にしている児童
の母親または養育者。父親
が重度の障害者である家庭
の母親

母子・父子家庭で児
童を養育している
かた。父母ともにい
ない場合は、親に代
わって児童を養育
しているかた

出生から小学校修
了前の児童を養育
し、生計を維持して
いるかた（公務員を
除く）

対　象

１級障害
　　　　５０,７５０円
２級障害
　　　　３３,８００円

４１,７２０円～９,８５０円
加算額
　児童２人目　５,０００円
　３人目以降　３,０００円
※所得、認定経過年数に応
じて手当額が変更

対象児童１人につき
２,０００円

３歳未満　１０,０００円
３歳以上
　第１子・２子

５,０００円
　第３子

１０,０００円

手当額
（月額）

児童が２０歳到達の
月まで

児童が１８歳になる年度末ま
で（一定の障害がある場合
は２０歳未満）

児童が小学校入学
から高校卒業まで
（在学中の期間のみ）

出生から小学校修
了前まで（申請翌月
から支給）

支給期間

４・８・１１月
（各前月分まで）

４・８・１１月
（各前月分まで）

９・３月
（各月分まで）

６・１０・２月
（各前月分まで）支給月

毎年８月に所得状
況届提出
診断書の提出あり
（有期認定者のみ）

毎年８月に現況届提出
一部支給停止除外届出書提
出（随時、該当者のみ）

毎年７月に現況届
提出

毎年６月に現況届
提出
事由発生後１５日以
内に請求

その他

相相 談談
年金相談

■日　時　４月１５日我
　受　付　１０：３０～１４：３０
　相　談　１１：００～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

人権相談所

■日　時　４月２４日画
　　　　　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員など
■問合先　町民課へ

-------- 「不注意」による火災多発 --------

春の火災予防運動を実施します

　平成２０年の西置賜地区における出火件数
は４２件で、前年と比較し１７件増加し、過去
１０年間で最多となっています。
　特に４～６月の出火件数が多く、林野火
災も含め、全体の半数がこの時期に発生し
ています。火の始末には十分注意し、たき
火や火入れなどの際にも、火が完全に消え
たことを確認するまで、その場を離れない
ようにしてください。
　また、４月９日～２２日までは、「春の山形
県火災予防運動」が実施されます。期間中
は、防火パレードなども予定していますの
で、火災予防の啓発にご理解ください。
■問合先　町民課へ

◇◆◇◆◇◆各種手当を支給します ◆◇◆◇◆◇

※それぞれ所得制限が設けられています。詳しいことは健康福祉課へ

～受給者の申請が必要です～
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小国町役場緯６２－２１１１廠　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室緯６２－２１１２ 政策企画室緯６２－２２６４
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　転入や転出の多い時期になります。次のような場合には、１４日以内に必
ず届け出をしてください。

　降雪のため休止していた水道の検針を、５月から再開します。
メーターボックス周辺に障害物があると検針の妨げになります
のでご協力をお願いします。また、留守の場合でも検針員が敷
地内に入ることがありますのでご了承ください。
■検針期間　毎月３日～１０日（土日祝祭日などで前後します）
■問合先　地域整備課へ

国民健康保険の届け出は１４日以内国民健康保険の届け出は１４日以内にに

５月から検針を再開　～上下水道・簡易水道～

持参するものこんなときには届け出を

印かん、転出証明書他の市町村から転入したとき

加
入
す
る
と
き

印かん、職場の健康保険をやめた証明書職場の健康保険をやめたとき

印かん、被扶養者でない理由の証明書
職場の健康保険の被扶養者からはずれた
とき

印かん、保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

印かん、母子健康手帳、保険証子どもが生まれたとき

外国人登録証明書外国籍の方が加入するとき

印かん、保険証他の市町村へ転出したとき

脱
退
す
る
と
き

印かん、国保と職場の健康保険の保険証
職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

印かん、保険証、保護開始決定通知書生活保護を受けるようになったとき

印かん、保険証、死亡を証明するもの死亡したとき

保険証、外国人登録証明書外国籍の方が脱退するとき

印かん、年金証書、保険証退職者医療制度に該当したとき
そ　

の　

他

印かん、保険証住所、世帯主、氏名などが変わったとき

印かん、保険証、身分を証明するもの
保険証をなくしたり、汚れて使えなく
なったとき

印かん、保険証、在学証明書修学のため、子どもが他の市町村に住むとき

■問合先　町民課へ

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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４カ月児・１歳児健康診査

乳幼児健診の日乳幼児健診の日程程

※ポリオ以外の予防接種は、すべて個別接種
ですので、ご注意ください。

対象となるお子さん
月　日

１歳児４か月児

Ｈ２０年

４月生まれ

Ｈ２０年

１２月生まれ
４月２４日（金）

５月生まれ
Ｈ２１年

１月生まれ
５月２９日（金）

６月生まれ２月生まれ６月２６日（金）

７月生まれ３月生まれ７月３１日（金）

８月生まれ４月生まれ８月２８日（金）

９月生まれ５月生まれ９月２５日（金）

１０月生まれ６月生まれ１０月３０日（金）

１１月生まれ７月生まれ１１月２７日（金）

１２月生まれ８月生まれ１２月１８日（金）

Ｈ２１年

１月生まれ
９月生まれ１月２９日（金）

２月生まれ１０月生まれ２月２６日（金）

３月生まれ１１月生まれ３月１９日（金）

■受付時間　４カ月児　１３：１０～１３：２０

　　　　　　１歳児　　１３：００～１３：１０

対象となるお子さん月　日

Ｈ１９年１０月、１１月、１２月生

まれ
６月１２日（金）

Ｈ２０年１月、２月、３月

生まれ
９月１８日（金）

Ｈ２０年４月、５月、６月

生まれ
１２月１１日（金）

Ｈ２０年７月、８月、９月

生まれ
３月１２日（金）

３歳児健康診査

対象となるお子さん月　日

Ｈ１７年８月、９月、１０月

生まれ
４月１７日（金）

Ｈ１７年１１月、１２月、Ｈ１８年

１月生まれ
７月１７日（金）

Ｈ１８年２月、３月、４月

生まれ
１０月１６日（金）

Ｈ１８年５月、６月、７月

生まれ
１月１５日（金）

■受付時間

　１２：３０～１３：００ 

集団予防接種（ポリオ）

対象となるお子さん月　日

Ｈ２０年５月１日～１２月３１

日生まれ

５月１３日（水）

６月２４日（水）

Ｈ２１年１月１日～４月３０

日生まれ

９月１６日（水）

１０月２８日（水）

■受付時間　１３：００～１３：３０

　乳幼児健診および集団予防接種（ポリオ）
の場所は、すべて健康管理センターで行い
ます。
■問合先　健康福祉課へ

２歳児歯科健康診査

対象となるお子さん月　日

Ｈ１８年９月、１０月、１１月

生まれ
５月２７日（水）

Ｈ１８年１２月、Ｈ１９年１月、

２月生まれ
８月２６日（水）

Ｈ１９年３月、４月、５月

生まれ
１１月２５日（水）

Ｈ１９年６月、７月、８月

生まれ
２月２４日（水）

■受付時間　１３：００～１３：１５

１歳６カ月児健康診査

■受付時間　１２：３０～１３：００
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　犬を飼う場合、年に１度必ず狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。
注射は、１頭１針で実施しています。

　春の道路一斉清掃を実施します。
　当日は、小中高一貫教育における地域
ふれあい活動として、多くの子どもたち
も参加しますので、みなさんもぜひご協
力ください。また交通量が多い場所では、
安全に十分注意してください。
■日　時　４月２９日（水・祝日）
　　　　　６：００～７：００
■場　所　国道、県道、町道など
■問合先　町民課へ

　平成２１年度固定資産税課税台帳
の閲覧と、土地家屋価格等帳簿の
縦覧を行います。
　この機会に、所有する資産をご
確認ください。
■期　間　土日祝祭日を除く
　　　　　４月１日～６月１日
■時　間　８：３０～１７：００
■場　所　税務出納課
■問合先　税務出納課へ

固定資産税課税台帳の閲覧

土地家屋価格等帳簿の縦覧

■持参するもの
鑑札、予防注射通知はが
き（はがきは、登録して
いるかたにのみ送付）
■注意点
注射の際、犬が暴れたり、
他の犬や人にけがをさせ
てしまうことも考えられ
ます。しっかり抑えるこ
とができるかたが連れて
きてください。
■その他
犬を飼う場合には町への
登録が必要です。注射の
際にも手続きができます。
■問合先　町民課へ

時　　間場　　　　所
９：４０～９：５５白沼警鐘台前

４月
１４日

１０：０５～１０：３０沼沢駅前

１０：５０～１１：１０叶水基幹集落センター前

１１：２５～１１：５０伊佐領会館前

１３：００～１３：２０種沢農村公園

１３：３０～１４：２０ふれあいの家前駐車場

１４：３０～１５：３０役場東側駐車場

９：５０～１０：１５沖庭小学校前

４月
１５日

１０：２５～１０：３５むつみ会館前

１０：５０～１１：００長沢公民館前

１１：１０～１１：３０五味沢活性化センター前

１３：１５～１３：２５小玉川へき地保健福祉館前

１３：３５～１３：４５玉川中里公民館前

１４：００～１４：１５玉川高齢者コミュニティセンター前

１４：２５～１４：３５足野水きのこ園管理所前

１５：００～１５：３０宮の森会館前

ご協力をお願いしまご協力をお願いしますす

春の道路一斉清春の道路一斉清掃掃
ª ª加加加加加加加加

愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬にににににににににににににににに狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬病病病病病病病病病病病病病病病病予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防注注注注注注注注注注注注注注注注射射射射射射射射射射射射射射射射をををををををををををををををを愛犬に狂犬病予防注射を！！！！！！！！！！！！！！！！！
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）緯６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）緯６１－１０００　子育て支援センター緯６２－２３３０
町民体育館緯６２－５４２１　町立病院緯６１－１１１１　老人保健施設緯６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　企業などの雇用調整（会社都合）によって離職された町民のかたを対象に、
次の内容で臨時職員を募集しています。

■対 象 者
雇用調整や派遣契約解除などの理由による離職者で、
町内に住んでいるかた。
自己都合の場合は、対象外となりますので、ご注意
ください。
■雇用期間

　４月２０日～９月３０日までの６カ月未満

■募集職種と内容

■応募方法
ハローワーク長井からの紹介状と履歴書を、役場雇用相談窓口に提出して
ください。（受付時間は、土日を除く８：３０～１７：００まで）

■受付期限　４月１０日画
■選考方法　募集終了後、書類選考のうえ、個別面接を行い決定します。
■問 合 先　産業振興課へ

勤務時間
賃　金
（時給）

応募資格など人数勤務場所主な業務内容

８：３０～１７：００

土・日曜日、国
民の祝日は休
業日となりま
す。

６５０～９５０円普通自動車免許１地域整備課町 道 の
維持管理補助

６５０～８１５円

子どもが好きなか
たを優先します１

健康福祉課

保育園での
補 助

普通自動車免許が
あり、パソコンが
使えるかた

２高齢者生活
実 態 調 査

６５０～７５０円パソコンが使える
かた

２小国小学校
（又は総合センター）図 書 整 理

１町民体育館
（又は総合センター）体育館事務

６７５～
１,０００円大型自動車免許１温身の郷運転・介護

業 務

６５０～８１５円パソコンが使える
かた１産業振興課農地情報等の

調 査

●●●  町の臨時職員を９名募集しています●●●



定額給付金 と 子育て応援特別手当
申請のご案内

　町では、「定額給付金」と「子育て応援特別手当」の申請を受け付けてい

ます。申請書はあらかじめ郵送しています。申請は、返信用封筒で郵送し

ていただくか、役場窓口に直接提出していただくこととなります。

定額給付金 
～ 対象者と金額 ～

●対象者　２月１日時点で、
　�住民基本台帳に記録されているか

た
　�外国人登録原票に登録されている

かた
●給付額　１人あたり１２,０００円
　ただし、１８歳以下と６５歳以上のかた
は、１人あたり２０,０００円

子育て応援特別手当 
～ 対象者と金額 ～

●対象者　２月１日時点で、住民基本台帳
に記録されているかた又は、外国人登録
原票に登録されているかたのうち、給付
対象（※１）となる子どもをもつかた
●給付額　対象となる子１人あたり
 ３６,０００円　
　※１：第２子以降の子どもで、平成１４年

４月２日～平成１７年４月１日まで
に生まれた子

●それぞれの申請方法
　・申請者及び給付を受けるかたは、各世帯の世帯主となります。
　・必要事項を記入のうえ、本人確認書類のコピーと、振込先通帳のコピーを添付

して返信用封筒を郵送してください。
　・本人確認書類とは、運転免許証、健康保険証、年金手帳などのことです。
　・役場窓口で直接申請する場合は、上記書類に加えて、印鑑を必ず持参してくだ

さい。
　【特設窓口】…４月１７日まで（土日祝祭日を除く）、役場に専用窓口を設置してい

ます。２０日以降は町民課にて受け付けます。

●給付方法　口座振込または現金（月２回程度の振込日を設けて給付します）
　詳細は、「交付決定通知書」「支払通知書（ゆうちょ銀行または現金払いを除く）」
でお知らせします。

●申請期限　９月１４日までに申請してください

●役場や国の機関などが、ＡＴＭの操作や、定額給付金給付のための手数料を求め
ることは、絶対にありません。
●不審な電話があった場合には、下記まで連絡ください。

　※詳しいことは、町民課定額給付金等対策室　緯６２－２２６１へ

　振り込め詐欺に要注意！　
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誕生おめでとうございます。

あ ん り

小 国 町 伊　藤　晏　俐
　純
沙　織（

ゆ い な

小 国 町 　　橋　優衣奈
真　樹
ルリ子（

ほ の か

五 味 沢 伊　藤　穂乃花
幸　生
由美子（

幸 町 丹　内　唯　愛
　純
　燕（

ゆ　　い

あ さ き

岩 井 沢 渡　部　亜　咲
伸　之
智　子（

人  口　男 … 4,537人（－7）
女 … 4,787人（＋4）
計 … 9,324人（－3）

世帯数 　　3,264世帯（±0）
平成21年2月28日現在

おくやみ申し上げます。

　 北 　
荒 沢
伊 佐 領
五 味 沢
岩 井 沢

(84)

(86)

(81)

(92)

(71)

木　村　ゑ　ん
山　口　　つ　
那須野　こ　う
齋　藤　貞次郎
石　　　 芳　男

人口のうごき

結婚おめでとうございます。

折 戸
宮 城 県

齋　藤　幸　則
及　川　登志江（

岩 井 沢
長 井 市

後　藤　智　宏
沼　澤　真　希（

兵 庫 舘
新 潟 県

小　林　和　昭
渡　邊　美　穂（

小国小坂町
村 山 市

後 藤 博 之
村　岡　朱　美（

　今回は、特定非営利（ＮＰＯ）法人ま
んまるが運営する「地域活動支援セン
ター」を訪ねました。

職場を訪ねて 職場を訪ねて ⑫ ⑫ 

　地域活動支援センターみらいは、平成
１９年、障がいを持つかたを対象としたデ
イサービスセンターとして開設。１日平
均５人のかたが、食事の介助や、社会交
流のための支援などを受けています。
　支援員として働く渡部由香さんは、「言
葉が不自由なかたもいるので、はじめは
コミュニケーションの取りかたに苦労し
ました。でも、相手が本当に伝えたいこ
とは、だんだんと理解できるようになる
ものですね」と話していました。
　同じ支援員の澤口綾さんは、「障がいの
程度に応じて、対応もそれぞれ。状況を
見て、相手の気持ちを考えるようにして
います」と話していました。

～地域活動支援センターみらい～

渡
部
由
香
さ
ん（
左
）と
澤
口
綾
さ
ん（
中
央
）

　

み
な
さ
ん
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
二
年
間
。
こ
の
号
を

も
っ
て
、
私
が
担
当
す
る
広

報
は
最
後
と
な
り
ま
す
。

　

締
め
切
り
に
追
わ
れ
る
の

は
苦
手
で
し
た
が
、
取
材
先

で
の
出
会
い
や
、
み
な
さ
ん
の
温
か

い
対
応
に
は
、
い
つ
も
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
情
報
・
ご
意
見
な
ど
は
、

限
ら
れ
た
紙
面
で
は
、
十
分
紹
介
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
、
次
の
担
当
者
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
私
自
身
も
ま
た
別
の
形
で
、

仕
事
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 
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